あきもり よしだ ゆうたろう 

秋 森 家と いうの は、 吉田雄 太 郎君の いる N 町の ァ 

ひろ 

パ ー トの すぐ 西 隣に ある 相当に 宏ぃ 南向きの 屋敷で あ 

るが、 それ は 随分と 古めかし いもので 処 まんだらに ゥ 

いら か 

メノキ ゴケの 生えた 灰色の 甍 は、 アバ— ト のどの 窓 

うかが くぬぎ 

から も 殆んど 視 う 事の 出来ない 程に 鬱蒼たる 櫟 や 

赤樫の 雑木林に むつち りと 包まれ、 そして その 古 屋敷 

の 周囲 は、 ここば かり は 今年の 冬に 新しく 改修され た 

たっぷり 一 丈 はあろう と 思われる 高い 頑丈な 石塀に ケ 

バケバ しく とりまかれ ていた。 屋敷の 表 は アバ ー トの 



そう 云って ベ つたり 坐り込んで 了った。 

まがりかど 

曲 角の 向う から、 気 狂い じみた チン ドン 屋の 馬鹿 

騒ぎが、 チチ チン チチ チンと 聞え て 来た。 



二 

それから 数 分の 後。 N 町の 交番 だ。 

新米の 蜂須賀 巡査 は、 炎熱の 中に 睡魔と 戦いながら、 

さすが 

流石に ボン ャリ 立って いた。 

そこへ 一人の チン ドン 屋が、 背中へ 「カフェ 1-ル 



そ y J で 蜂須賀 巡査 は 意気込んで 馳 けだし、 勝手口の 

扉 を あけて 屋敷の 中へ 這 入って 行った。 が、 やがて そ 

の 扉 口から 顔 を 出す と、 勝 誇った ように 云った。 

「ふむ。 図星 だ。 足跡が ある！」 

恰度 この 時、 司法 主任 を 先頭 にして 物々 しい 警察官 

の 一 隊が 到着した。 蜂須賀 巡査 は、 雄 太 郎君の 提供し 

た 証拠物件に 添えて、 下調べの 顚末を 誇らしげ に 報告 

した。 そして 間もなく 証人の 再度の 訊問が 始められた。 

被害者 は 秋 森 家の 家政婦で、 差配人 戸川 弥巿の 妻 そめ 

子。 兇行に 関して は 雄 太 郎君と 郵便屋との 二人の 目撃 

者が あつたし、 死因が 単純 明瞭で 一 目 刺殺で ある 事 は 



で、 二人とも 同じような 白い 蚊 飛白の 浴衣 を 着、 同じ 

きんしゃ ひろし 

ような 黒い 錦紗の 兵児帯 を 締めてい る。 名前 は宏に 

みのると し ふたご 

実、 年齢 は 二人とも 二十 八 歳。 II 明かに 双生児 だ。 

ま ず みなぎ 

一 瞬、 人々 の 間に は 気不味い 沈黙が 漲 つた。 が、 す 

ぐに 郵便屋が、 堪えかね たように 顫える 声で 叫んだ。 

「こ、 この 人達に、 違いありません」 

そこで 司法 主任 は、 一 段と 厳重な 追求 を はじめた。 

ところが 秋 森 家の 双生児 は、 二人とも つい 今し がた ま 

ひるね 

で 裏庭の 藤棚の 下で 午睡 をして いたので、 なにが なん 

だか サッ パリ 判らん と 答え、 犯行に 関して は 頭から 否 

定 した。 前庭な どへ 出た こと もない、 とさえ 云った。 



ビラ は、 小 門の 方 を 向いた 庭下駄の 跡に 踏みつけられ 

ている の だから、 庭下駄の 主が 庭の 植 込から 出て 来て、 

この 小 門 を 脱け 出て 行く 際に 踏みつけられ たものに 違 

いない。 —— ふむ。 カフェ ー の 広告 だな。 ルバン …… 

ルバン？ はて、 聞いた ことの ある 名だぞ 9 

何に 気づ いたの か、 急に 蜂須賀 巡査 は 立ち あが つ た。 

そして 額 口に 激しい 困惑の 色 を 浮べながら、 暫く じつ 

と 立 止って いたが、 やがて 訊問 をす まして 台所へ 出て 

来た 女中の キミ を 見る と、 歩みよ つて 声をかけた。 

ちらし 

「君。 ちょっと 訊く がね。 この 家へ は、 新聞 や 散 広 

告は、 どこから 入れる かね？」 



れる …… それから 犯人が 女 を 殺しに 出かける 途中で、 

投げ こまれた この 広告 を 踏みつける …… それでい い 

か？ それでい いの かナ 9 …… 駄目 駄目。 サッ パリ 理 

しさ 

窟が 合わん ぞ ！ 蜂須賀 巡査 は 頻りに 苦吟し はじめた。 

すると そこへ、 取調べ を 終った 司法 主任の 一行が、 

宏と 実の 双生児 を 引 立 て て 意気 楊々 と 出かけて 来た。 

蜂須賀 巡査 は 急に うろたえ はじめた。 そして どぎ まぎ 

した 調子で 司法 主任へ 云った。 

「待って 下さい。 ちょっと 疑問が あるんで す」 

「なんだ つて？」 司法 主任 は 乗り出した。 「疑問？ 

冗談 じゃあない。 随分 ハツ キリして るぜ。 鑑識 課から 



電話が あつたんだ。 兇器の 柄の 指紋と、 秋 森宏の 指紋 

がピッ タリ 一 致して いるんだ！」 

ひ. S さ か 

—— 蜂須賀 巡査 は、 手 もな く 引退った。 

やがて 一 行 は 引 揚げて 行った。 そして 秋 森 家の 

双生児 は 殆んど 決定的な 犯人と して 警察署 へ 収容され、 

事件 は 一 段の 落着 を 見せ はじめた。 

ところが、 虫が おさまらな いのは 蜂須賀 巡査 だ。 夕 

方の 交代 時間が 来て 非番に なると、 相 変らず 悶々 と考 

え 続けながら 秋 森 家へ やって来た。 そして 勝手口の 例 

さ つ き 

の 場所で、 先刻の 女中に 立 会って 貰う と、 庭下駄の 跡 

に 踏みつけられた 広告 ビラの 前へ 屈み込んで、 もう 一 



度 改めて 考え はじめた。 

—— 「カフェ— -ル パン」 の 広告 ビラ。 これ は 確か 

にあの チン ドン 屋の 撒き 捨てて いった ものに 違いない。 

すると、 この 広告 ビラが 先に 投げ込まれた のか？ そ 

れ とも 一 一人の 犯人が 先に ここ を 通った のか 9 …… けれ 

ども 目前の 事実 は ビラが 先に 投げ込まれて、 その後 か 

ら 二人の 犯人が 出て 来て、 庭下駄で 知らずに ビラ を 踏 

みつけた、 としか 解釈 出来ない。 そうだ。 この 事実に 

間違い はない。 すると …… すると、 チン ドン 屋は、 犯 

人が この 小 門 を 出て 行く 前に、 つまり 惨劇の 起きる よ 

り 先に、 この 門前 を 通った ことになる …… それでい い 



か？ それでい いの か 9 駄目 駄目。 チン ドン 屋は 

事件の 後から 通った 害 だ。 …… まるで 理窟に なつ とら 

ん！ 

蜂須賀 巡査 は 苛立た しげに 立 上 つ た。 

—— そうだ。 兎に角、 一度 チン ドン 屋に 当ってみ よ 

う。 そして あの チン ドン 屋が、 ひょっと 犯行の 前に も 

此処 を 通った かどう か？ まず あり 得ない 害 だが、 念 

のために 確かめて みょう。 

そこで 蜂須賀 巡査 は 秋 森 家 を 出て、 石塀 沿いに 東の 

方へ 歩き だした。 

—— 若しも、 思った 通り チン ドン 屋が、 犯行 後に ビ 



そう 云つ てもう 歩き 出した。 

「いったい 何です？」 

雄 太 郎君 は 蜂須賀 巡査 の 後に 従いながら、 急き y J ん 

で 尋ねた。 けれども 蜂須賀 巡査 は、 そのまま もの も 云 

わずに 歩き続け、 やがて 秋 森 家の 表門の 前まで 来て 鋪 

さ つ き 

道の 上の 先刻の 処に立 停る と、 振 返って いきなり 云つ 

た。 

「いま、 私達の 立って いる 処が、 現場、 つまり 被害者 

の 倒れて いた 処 でしよう？」 

雄 太 郎君 は、 この 突飛 もない 判りき つた 質問に 思わ 

ず ギヨ ッ となった。 そして 顫えながら 大きく 頷く と、 



蜂須賀 巡査 は、 今度 は 探る ような 眼 頭で 雄 太 郎君 を 見 

詰めながら、 

「僕 は、 君 を、 真面目な 証人と して 信じて いるが、 君 

は あの 時 確かに、 アバ ー トの 前の ポストの すぐ 側に 

立って いて、 此処に 被害者の 倒れて いたの を 見た と 

云った ね？」 

「そうです」 雄 太 郎君 は 思わず 急き こんで、 「噓と 思わ 

れ るなら、 郵便屋に も 訊いて 下さい」 

「ふん、 成る 程。 すると、 此処から 向う を 見れば、 鋪 

道の 縁に 立って いる その ポスト は、 当然 見えなければ 

ならない 箬 だね 9 どうです。 ポストが 見えます 



か 9 …… 」 

雄 太 郎君 は 途端に 蒼くな つた。 ナンと 雄 太 郎君の 視 

線の 届く ところ、 そこに は ポストの 寸影 すら 見えない 

ではない か！ ポストより 数 間 手前に ある 害の 街燈が、 

ゆうやみ 

青白い 光 を、 夕 暗の 中へ ボン ャリと 投げ かけて いる 以 

外に は、 大きく 力 ー ブ している 高い 石塀の 蔭に なって、 

まるで 呑まれた ように ポストの 影 は 見えない ではない 

ゝ 

力！ 

蜂須賀 巡査 は、 雄 太 郎君の 肩に 手 を かけながら、 顫 

える 声で い つた。 

「君、 いったい これ は、 どうしたと 云う の だ！」 



く、 馬鹿げた 事 だ …… いや、 どうも有難う」 と 雄太郎 

君に 会釈しながら、 「だが、 兎に角 こ W は、 ひょっとす 

ると 証人の 責任 問題になる かも 知れません から、 その 

点心 得て いて 下さい」 

そう 云って 蜂須賀 巡査 は、 いささか 気色ばんで 帰つ 

て 行った。 

—— 困った ことにな つた ぞ。 と 雄 太 郎君 は 溜息 をつ 

きながら、 ひょっとすると、 俺の ほうが 間違って 

いたかな？ いやいや、 断じて 間違って はいない 害 だ。 

だが、 それにしても 全く 妙 だ。 而も 蜂須賀 巡査 は、 秋 

森 家の 双生児 は 犯人で はない と 云った ぞ。 すると、 



その 足跡が、 犯行より ずっと 後から つけられ たもので 

あった、 としたなら、 一体 どうなる かね 9 」 

「 •：：• 犯人が、 その 時、 勝手口から 這 入らなかった こ 

とになります が …… 」 

「そうだよ。 そして、 塀の 外に は、 君達 三人の 男が い 

たんだ。 …… 判る だろう？」 

「 判る ようで 判りません 」 

「じれった いね …… その 塀の 外に、 犯人が いたんだ よ 

…… つまり、 君達 三人の 中に、 犯人が いたんだ！」 

—— 冗談 じゃあない！ 雄 太 郎君 は 思わず 声 を 上げ 

ようとした。 が、 喬介は 押 かぶせる ように、 



奇蹟が 現れた！ 

まだ 被害者の 倒れて いた 位置まで は 三 間近く も あろ 

うと 云う のに、 力— ブを 越して 三十 間 も 向う の アバ ー 

トの 前に ある i! の 赤い ポストが、 いと も クッキ リと、 

鮮 かな 姿 を 石塀の 蔭から 現わし 始めた。 そして 三人が 

前進す るに 従って、 その 姿 は 段々 と 完全に、 そして 遂 

に 石塀の 蔭から 離れた。 と、 なんと 云う 事 だ。 その ポ 

ストに 重なるよ うにして、 もう 一 つ 同じような ポスト 

が 見え だして 来たの だ。 そして 三人が 表門の 前に 立つ 

た 時には、 二つの 赤い ポストが ヒョ ッコリ 並んで 三十 

めまい 

間の 彼方に 立って いた。 雄 太 郎君 は 軽い 眩暈 を 覚えて 



ね」 

(〈新 青年〉 昭和 十 年 七月 号) 
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